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日本機械学会 関東支部 関東学生会 

「企業の若手技術者との交流会」 
 

○URL: http://www.jsme.or.jp/kt/student/student_index.html
○企画：関東支部 関東学生会 
○開催日：2015 年 7 月 4 日（土） 
○会場：日本機械学会 会議室 
○概要：関東学生会では，今年度新たに企業の若手技術者と

の交流会を企画しました．企業の若手技術者に業務

内容を紹介いただき，学生会員に自分の将来の活躍

する姿をイメージしてもらうことを目的としていま

す．また，就職活動の体験談を聞いたり，学生時代

の過ごし方についてのアドバイスをもらう絶好の機

会です．さらに，若手技術者を囲んだ立食形式の親

睦会では，楽しく仲間作り・情報収集できます．皆

さんの参加をお待ちしています． 
○スケジュール：（詳細は上記 HP に掲載します） 

第 1 部 14：00～ 
企業若手技術者によるプレゼンテーション 

＜参加予定企業＞ 
エムケー精工（株），コミー（株），第一精

工（株），（株）東京自働機械製作所，（株）

日産テクノ，日本精工（株），日本電気（株），

富士重工業（株），（株）ミツバ 
第 2 部 16：00～ 立食形式親睦会 

○定員：先着順 60 名（本会学生員，博士後期課程の正員，お

よび一般学生に限ります） 
○参加費：本本会学生員及び博士後期課程の正員：無料 

一般学生：2000 円（当日徴収いたします） 
○申し込み方法：E-mail にて，〔関東学生会「企業の若手技

術者との交流会」申込み〕と題記し，(1)参
加者氏名，(2)会員資格（会員は会員番号を

明記），(3)学校名・学年，(4)連絡先（住所・

電話・E-mail）を記入の上，お申し込み下

さい． 
○申込締切日：2015 年 6 月 19 日（金） 
○申込先・問合せ先：〒160-0016 東京都新宿区信濃町 35  

信濃町煉瓦館 5 階 日本機械学会内／

日本機械学会関東支部 関東学生会 
TEL：（03）5360-3510 
E-mail：kt-staff＠jsme.or.jp 
（担当職員 大通千晴） 

2015 年度年次大会 学生交流会 

―先輩技術者を交えて― 

 

企  画：会員部会 学生交流会企画実行委員会 

開 催 日：2015 年 9 月 15 日（火） 

会  場：北海道大学 札幌キャンパス 

学生の皆さん！ 年次大会で毎年好評の「学生交流会」を

今年も開催します．学生同士の交流だけ

でなく，学生の皆さんに機械技術者の世

界を知ってもらうことが目的です．「技術

者とはどういうものか」，「社会人の生活

は」，「最近の就職状況は」，「女性技術者

の日常は」などなど皆さんの先輩である

若手技術者から直接話しを聞ける絶好の

機会です．その上，立食パーティー形式

（無料！）ですから楽しみながら仲間作

りもできます．皆さんの参加をお待ちし

ています！ 

プログラム：（講演者等詳細は上記 HP に掲載いたします）

第 1 部（18：00～）：導入プレゼンテーション 10 名程度

第 2 部のための企業若手技術者による自己紹

介，体験談 

第2部（19：30～）：若手技術者を囲んだ立食形式意見交換会

参加資格：学生 

参 加 費：無料（年次大会参加が条件ではありません） 

定  員：100 名，申込先着順により定員になり次第締切

ります． 

申込方法：「学生交流会参加申込み」と題記し，氏名，性別，

学校名，学年（学部・修士・博士等○年），専門

分野，会員番号（会員の場合），連絡先，年次大

会参加の有無，講演者に聞いてみたいことを明

記の上，E-mail または FAX にて下記までお申

し込み下さい． 

申込先および問合せ先： 

日本機械学会「学生交流会」企画実行委員会（担当職員 田中）

E-mail：tanaka@jsme.or.jp／電話（03）5360-3500／

FAX（03）5360-3508 


